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で
は
、何
故
、

ア
ー
バ
ン
・
カ
タ
リ
ス
ト
な
の
か
?

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
都
市
を
編
集
す
る
こ
と
で
、
荒
廃
し
た

地
区
に
再
び
脚
光
が
あ
た
り
、
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
、

都
市
を
再
生
す
る
手
法
に
注
目
が
集
ま
っ
た
の
は
、
1
9
7
0
年

代
の
終
わ
り
か
ら
80
年
代
に
か
け
て
盛
ん
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ア

メ
リ
カ
の
都
市
再
生
事
業
、
そ
し
て
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開

発
だ
ろ
う
。
そ
の
先
駆
け
、
中
心
に
い
た
の
が
、
近
代
建
築
の
巨

匠
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス（W

alter A
. G

. G
ropius

）の
弟
子
で
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
も
教
鞭
を
と
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン
・
ト
ン
プ
ソ
ン（Benjam

in T
hom

pson

）で
あ
ろ
う
。
ア
メ

リ
カ
の
都
市
に
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
は
、
そ
の
当
時
、

荒
廃
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
自
動
車
社
会
の
到
来
に
よ

る
富
裕
層
の
郊
外
移
転
、
職
住
分
離
に
よ
り
オ
フ
ィ
ス
街
と
住
宅

街
な
ど
機
能
分
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
治
安
の
悪
化
が
著
し

く
進
行
し
た
か
ら
だ
。
結
果
と
し
て
、
一
般
的
な
就
業
時
間
と
な

る
平
日
の
朝
か
ら
夕
方
ま
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
で
賑
わ
う

オ
フ
ィ
ス
街
が
、
夜
間
や
週
末
は
、
一
転
し
て
閑
散
と
し
た
危
険

な
地
区
に
様
変
わ
り
す
る
と
い
う
の
が
、
ア
メ
リ
カ
大
都
市
に
お

け
る
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
し
て
い
た
。
こ
の

悪
循
環
に
よ
り
、
白
人
を
中
心
と
し
た
所
得
の
高
い
者
は
郊
外
に

住
み
、
移
民
や
浮
浪
者
な
ど
の
低
所
得
者
が
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
住

む
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
、
支
配
的
と
な
っ
て
い
た
。

「
人
々
の
集
ま
る
生
き
生
き
と
し
た
場
所
、
交
流
の
場
を
再
生

す
る
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
歴
史
的
な
建
物
を
保
存
・
改
修

し
、
食
品
関
係
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
再
生
さ
せ
た
の
が
、
ボ
ス

ト
ン
の
中
心
に
あ
る
フ
ェ
ニ
ュ
エ
ル
ホ
ー
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ

イ
ス
と
い
う
再
開
発
事
業
で
、
18
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
公
設
市
場

を
中
心
に
、
両
側
に
あ
る
19
世
紀
の
店
舗
、
オ
フ
ィ
ス
、
倉
庫
か

都
市
を
編
集
す
る

都
市
は
、生
き
て
い
る
。
だ
と
す
る
と
、そ
こ
に
は
あ
る
種
の
理
想
形
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

都
市
に
は
人
々
に
限
ら
ず
、建
物
、文
化
、そ
し
て
、自
然
な
ど
様
々
な
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
い
積
層
し
て
い
る
。

時
代
の
流
れ
の
中
で
、栄
故
盛
衰
を
繰
り
返
す
。
新
し
い
都
市
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
、

既
存
の
都
市
が
廃
墟
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
人
々
が
暮
ら
し
て
快
適
で
住
み
や
す
い
都
市
と
は
。

欧
米
で
は
、都
市
を
再
生
さ
せ
る
手
法
と
し
て
の
ア
ー
バ
ン
・
カ
タ
リ
ス
ト
が
、30
年
以
上
も
前
に
萌
芽
し
て
い
る
。

そ
し
て
、今
、「
名
前
」に
は
馴
染
み
が
薄
く
て
も
、よ
う
や
く
日
本
で
も
発
芽
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

012

ア
ー
バ
ン
・
カ
タ
リ
ス
ト

2

1
│
ア
メ
リ
カ
都
心
再
生
の

先
駆
け
と
な
っ
た
再
開
発
事
業

2
│
毎
日
が
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

よ
う
な
フ
ェ
ニ
ュ
エ
ル
ホ
ー
ル
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス

ら
な
る
複
合
施
設
を
改
修
し
て
い
る
。
事
業
の
成
功
を
受
け
、
こ

の
再
開
発
は
、
ア
メ
リ
カ
全
土
に
蔓
延
し
て
い
た
都
市
の
退
廃
に

と
ど
め
を
さ
す
パ
イ
オ
ニ
ア
的
事
業
と
称
賛
さ
れ
た
。
日
常
の
生

活
に
結
び
付
い
た
活
動
・
交
流
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
都
市
を
再

生
さ
せ
る
と
い
う
都
市
の「
基
本
原
則
」を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
場

（
マ
ー
ケ
ッ
ト
）の
よ
う
な
活
気
に
満
ち
た
雰
囲
気
を
ア
メ
リ
カ
の
都

市
に
再
現
さ
せ
た
。
ト
ン
プ
ソ
ン
は
、「
祭
り
の
よ
う
な
賑
わ
い

＝
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
日
常
に
」と
謳
っ
て
い
る
。
欧
州
ス
タ
イ

ル
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
起
爆
剤
に
都
市
を
再
生
さ
せ
る
動
き
は
、
80

年
代
以
降
、
急
速
に
加
速
す
る
。

そ
し
て
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ト
ン
プ
ソ
ン
の
名
声
を
決
定
的
に
し

た
も
の
に
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
に
あ
る
ハ
ー
バ
ー
プ
レ
イ
ス
が
あ
る
。

イ
ン
ナ
ー
ハ
ー
バ
ー
の
一
画
に
計
画
さ
れ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
賑

わ
い
創
出
の
拠
点
と
な
っ
た
。
こ
の
イ
ン
ナ
ー
ハ
ー
バ
ー
は
、
コ

ン
テ
ナ
輸
送
が
主
流
と
な
る
こ
と
で
、
退
廃
し
た
古
い
港
湾
地
区

を
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
水
族
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
高
級
ホ
テ
ル
、
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
集
積
す
る
一
大
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
地
区
と

し
て
再
生
さ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
北
米
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

1
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3
│
北
米
ウ
ォ
ー
タ
フ
ロ
ン
ト
開
発
の

先
駆
け
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

4
│
ハ
ー
バ
ー
プ
レ
イ
ス
の
夜
景

5
│
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
・イ
ン
ナ
ー
ハ
ー
バ
ー

6
│
自
動
車
社
会
に
よ
る

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
郊
外
化

7
│
急
勾
配
の
斜
面
に
発
達
し
た

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
街
並
み

3

4

5

ロ
ン
ト
開
発
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
横
浜
や
福
岡
の
ベ
イ

エ
リ
ア
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

浜
野
安
宏
は
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ト
ン
プ
ソ
ン
の
友
人
で
、
日
本

に
お
け
る
バ
ブ
ル
絶
頂
期
に
は
マ
イ
ケ
ル
・
グ
レ
イ
ブ
ス（M

ichael 

G
raves

）や
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ー（Jon Jerde

）な
ど
ア
メ
リ
カ
の

建
築
家
を
多
く
の
日
本
の
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
引
き
合
わ
せ
て
い

る
。
余
談
に
な
る
が
、
東
急
ハ
ン
ズ
の
ア
イ
デ
ア
を
は
じ
め
、
南

青
山
に
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ルFrom

-1st

や
表
参
道
か
ら
分

岐
す
る
渋
谷
キ
ャ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
の
開
発
で
知
ら
れ
る
浜

ン
ト
開
発
の
先
駆
け
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
80
年
代
以
降
の
都
市

再
生
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
港
の
も
つ
異
国
情
緒
あ
ふ

れ
る
雰
囲
気
の
演
出
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
シ
ョ
ー
な
ど
が
受
け
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
人
々

を
引
き
戻
す「
勝
利
の
方
程
式
」と
し
て
、
水
辺
の
広
場
や
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
組
合
せ
は
、
世
界
的
に
広
が
っ
て
い
っ

た
。ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ト
ン
プ
ソ
ン
の
名
前
は
、
日
本
で
は
そ
れ
ほ

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
手
法
は
、
日
本
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

014
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新
天
地
は
、
西
海
岸
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
と
移
行
す
る
。
大

西
洋
に
沿
っ
て
連
綿
と
巨
大
都
市
が
連
な
る
東
海
岸
は
、
ア
メ
リ

カ
誕
生
の
歴
史
が
都
市
の
至
る
所
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
世

界
を
牽
引
し
て
き
た
強
い
ア
メ
リ
カ
の
経
済
力
と
技
術
力
の
粋
を

集
め
た
建
築
・
都
市
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
東
海
岸
を
後
に
す
る
こ
と
に
、
ま
っ
た
く
未
練
が
な

か
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
同
じ
ア
メ
リ
カ
で
も
ま
っ
た
く
雰
囲
気

の
違
う
西
海
岸
へ
の
興
味
は
日
増
し
に
強
く
な
り
、
い
つ
し
か
転

職
を
考
え
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
転
機
は
あ
っ
け
な
く
訪
れ
る
。
1
9
9
9
年
晩
秋
に

経
歴
を
1
枚
に
ま
と
め
た
F
A
X
が
、
文
字
通
り
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
へ
の
片
道
切
符
へ
と
変
身
し
た
か
ら
だ
。
今
の
よ
う
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
E
メ
ー
ル
が
そ
れ
ほ
ど
発
達
し
て
い
な
か
っ
た

当
時
、
F
A
X
と
い
う
の
は
、
ま
だ
ま
だ
主
要
な
伝
達
手
段
だ
っ

た
。
初
冬
の
ボ
ス
ト
ン
を
後
に
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
空
港
に

降
り
立
っ
た
第
一
印
象
は「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
暖
か
い
」だ
っ
た
。

氷
点
下
20
度
く
ら
い
ま
で
冷
え
込
む
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
冬
は
、

降
雪
も
深
く
、
か
な
り
厳
し
い
。
英
国
の
影
響
が
強
く
現
れ
る
ボ

ス
ト
ン
の
街
並
み
は
、
赤
レ
ン
ガ
や
石
造
を
基
調
と
し
、
重
厚
で

趣
深
い
。
一
方
、
パ
ス
テ
ル
色
で
ビ
ク
ト
リ
ア
ン
調
の
建
物
が
、

急
傾
斜
の
坂
道
沿
い
に
張
り
付
く
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
街
並
み

は
、
陽
気
な
西
海
岸
を
体
現
し
て
い
る
よ
う
で
、
対
照
的
だ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
系
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
い
わ
ゆ
る
ア
ン
グ
ロ
サ
ク

ソ
ン
が
多
い
ボ
ス
ト
ン
と
比
べ
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
や
ア
ジ
ア
系

野
総
合
研
究
所
時
代
の
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
っ
た
北
山
孝
雄
は
、
安
藤

忠
雄
の
双
子
の
弟
で
、
ベ
イ
サ
イ
ド
プ
レ
イ
ス
博
多
埠
頭
を
設
計

し
た
の
は
、
三
男
の
北
山
幸
二
郎
で
あ
る
。
ベ
イ
サ
イ
ド
プ
レ
イ

ス
博
多
埠
頭
の
空
間
構
成
は
、
驚
く
ほ
ど
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
に
あ
る

ハ
ー
バ
ー
プ
レ
イ
ス
に
類
似
し
て
い
る
。
余
談
つ
い
で
に
、
大
阪

南
港
の
天
保
山
に
あ
る
巨
大
な
水
族
館「
海
遊
館
」を
設
計
し
た
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
セ
ブ
ン
・
ア
ソ
ー
シ
エ
イ
ツ
は
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

ト
ン
プ
ソ
ン
の
朋
友
で
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
に
も
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
水

族
館（
現
＝
国
立
水
族
館
）を
設
計
し
て
い
る
。

社
会
構
造
や
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
荒
廃
し
た
地
区
を

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
商
業
施
設
を
投
入
す
る
こ
と
で
、
都
市
を
再

生
さ
せ
る
ア
ー
バ
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル（U

rban R
enew

al

）も
、
当
時

は
、
ま
だ
カ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
は
、
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

そ
の
後
の
周
囲
に
与
え
た
影
響
や
再
生
効
果
を
鑑
み
る
と
、
ま

さ
に
ア
ー
バ
ン
・
カ
タ
リ
ス
ト
の
先
行
事
例
と
言
え
る
。
し
か
も
、

港
と
い
う
産
業
施
設
に
独
占
さ
れ
て
い
た
水
辺
空
間
を
、
人
々
の

憩
い
の
場
と
し
て
再
編
す
る
と
い
う
都
市
の
読
み
替
え
は
、
衝
撃

的
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

私
が
1
9
9
7
年
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
工
科
大
学
の
修
士
課
程
を
修

了
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
に
移
り
住
ん
だ
の
は
、
建
築
を
媒
介
に
都
市

に
変
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
ト
ン
プ
ソ
ン
の
手
法
を
学
ぶ
た
め

だ
っ
た
。
ボ
ス
ト
ン
で
の
2
年
間（
1
9
9
7
│
99
年
）は
、
実
務
を

通
し
て
、
東
海
岸
に
あ
る
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
を
北
か
ら
南
へ
、
南
か

ら
北
へ
と
駆
け
巡
る
う
ち
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
行
っ
た
。
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都
市
を
編
集
す
る





*

) (

ン
・
ホ
ー
ル（Steven H

oll

）が
1
9
8
2
年
に
発
表
し
た「
ブ
リ
ッ

ジ
の
家
」は
衝
撃
的
で
し
た
。
廃
線
と
な
っ
た
ハ
イ
ラ
イ
ン
の

上
に
、
住
宅
群
や
公
共
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
計
画
す
る
案

を
提
案
し
た
か
ら
で
す
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
住
宅
が
空
中
に
連

続
す
る
光
景
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
建
築
家
、
都
市
計
画
家
な

ど
多
く
の
人
々
の
想
像
力
を
掻
き
立
て
ま
し
た
。
そ
れ
が
引
き

金
に
な
っ
て
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
存
在
に
も
注
目
が
集
ま
り
始
め

ま
し
た
。

藍
谷
│
│
│
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
を

始
め
た
の
は
自
分
だ
と
い
う
自
負
が
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

何
度
か
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
事
務
所
を

訪
問
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

彼
の
ア
ト
リ
エ
か
ら
は
ハ
イ
ラ
イ
ン
や

ハ
ド
ソ
ン
・
ヤ
ー
ド
の
再
開
発
が
間
近
に
見
え
ま
す
。

し
か
も
11
階
か
ら
見
下
ろ
す
感
じ
で
。

M
J
│
│
│
見
え
な
い
産
業
遺
産
が
再
発
見
さ
れ
た
瞬
間
で
す

ね
。
高
架
鉄
道
に
し
て
も
、
高
速
道
路
に
し
て
も
、
一
般
的
に

は
、
道
路
の
真
上
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
の
で
、
全
体
像
が
は
っ

き
り
し
て
い
ま
す
。
構
造
体
が
と
に
か
く
目
立
ち
ま
す
。
し
か

し
、
ビ
ル
と
ビ
ル
の
谷
間
に
建
設
さ
れ
た
ハ
イ
ラ
イ
ン
は
、
ほ

と
ん
ど
存
在
を
消
し
て
い
ま
す
。
特
に
チ
ェ
ル
シ
ー
は
、
ビ
ル

ボ
ー
ド
な
ど
の
広
告
看
板
が
多
く
建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ

の
陰
に
隠
れ
て
い
た
こ
と
も
、
人
々
の
目
に
付
き
に
く
か
っ
た

一
因
で
す
。

*
│
ハ
イ
ラ
イ
ン
を
再
生
す
る「
ブ
リ
ッ
ジ
の
家
」

(
│「
ブ
リ
ッ
ジ
の
家
」の
パ
ー
ス

)
│
ハ
イ
ラ
イ
ン
上
に
計
画
さ
れ
た「
ブ
リ
ッ
ジ
の
家
」
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藍
谷
│
│
│
ハ
イ
ラ
イ
ン
を
1
本
の
プ
ー
ル
に
す
る
と
い
う
案
は
、

面
白
い
で
す
ね
。

M
J
│
│
│
ア
イ
デ
ア
・
コ
ン
ペ
に
引
き
続
き
、
2
0
0
4
年
に

は
フ
レ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ハ
イ
ラ
イ
ン
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
と
共
催

で
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
実
施
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。
建
築

家
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
植

栽
家
、
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
か
ら
な
る

設
計
チ
ー
ム
が
募
集
さ
れ
、
書
類
審
査
の
結
果
、
52
チ
ー
ム
か

ら
4
チ
ー
ム
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
員
は
Ｎ
Ｙ
市
か
ら
5

人
、
フ
レ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ハ
イ
ラ
イ
ン
か
ら
4
人
、
ほ
か
10
数
人

か
ら
構
成
さ
れ
最
終
決
定
権
は
、
フ
レ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ハ
イ
ラ
イ

ン
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

藍
谷
│
│
│
上
位
4
組
に
は
、
ザ
ッ
ハ
・
ハ
デ
ィ
ド
や

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ホ
ー
ル
も
名
を
連
ね
て
い
ま
し
た
ね
。

そ
こ
で
最
優
秀
賞
を
勝
ち
取
っ
た
の
が
、
あ
な
た
た
ち

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ナ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ペ
レ
イ
シ
ョ
ン
ズ
と

デ
ィ
ラ
ー
・
ス
コ
フ
ィ
デ
ィ
オ
の
チ
ー
ム
で
す
ね
。

コ
ン
ペ
の
勝
算
は
ど
の
あ
た
り
に
あ
り
ま
し
た
か
。

M
J
│
│
│
そ
う
で
す
ね
、
当
社
も
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
ズ
も
、
い
わ
ゆ
る
ア
ト
リ
エ
で
し
た
。
規
模
も
小
さ
く

ア
イ
デ
ア
・コ
ン
ペ
の
実
施

藍
谷
│
│
│
フ
レ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ハ
イ
ラ
イ
ン
の

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
デ
イ
ビ
ッ
ト
と
ロ
バ
ー
ト
・
ハ
モ
ン
ド
の
二
人
も
、

ハ
イ
ラ
イ
ン
の
存
在
は
、
何
と
な
く
知
っ
て
い
た
け
ど
、

断
片
断
片
を
見
た
記
憶
が
あ
る
程
度
で
、
そ
れ
が

1.5
マ
イ
ル
も
あ
る
連
続
し
た
1
本
の
高
架
鉄
道
だ
と
は
、

夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
ま
し
た
。

M
J
│
│
│
フ
レ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ハ
イ
ラ
イ
ン
が
主
催
し
た
ア
イ

デ
ア
・
コ
ン
ペ
は
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
2
0
0
3
年

頃
、
当
時
は
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
公
園
化
も
決
ま
っ
て
な
か
っ
た
の

で
、
実
現
性
や
実
用
性
は
不
問
で
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
活
用
法
に

関
す
る
議
論
を
活
発
化
す
る
こ
と
を
主
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

軌
道
上
に
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
を
建
設
す
る
案
、
ハ
イ
ラ

イ
ン
か
ら
水
が
流
れ
る
滝
つ
ぼ
の
よ
う
な
案
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
に
空
中
公
園
と
す
る
案
な
ど
、
36
か
国
か
ら
7
2
0
作
品
が

集
ま
り
ま
し
た
。
応
募
作
品
す
べ
て
を
グ
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ

ル
駅
に
展
示
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
関
心
が
一
気
に
高
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
を
契
機
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
か
ら

1
5
7
5
万
ド
ル
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
優
秀
賞
に
は
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
を
1.5
マ
イ
ル
の
ラ
ッ
プ
・

プ
ー
ル
に
す
る
と
い
う
奇
抜
な
案
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

Q
│
ハ
ド
ソ
ン
・ヤ
ー
ド
、
ウ
エ
ス
ト
・チ
ェ
ル
シ
ー
地
区
、

ミ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
グ
地
区
を
つ
な
ぐ

ハ
イ
ラ
イ
ン（
航
空
写
真
）

Q
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W

ER
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O U

P

I

W
│
ハ
イ
ラ
イ
ン
を
一
本
の

長
い
滝
に
見
立
て
た
ア
イ
デ
ア

E
│
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
構
造
体
を

生
か
し
た
案（
ア
イ
デ
ア
・コ
ン
ペ
）

R
│
一
本
の
ラ
ッ
プ
・プ
ー
ル
に

見
立
て
た
案（
ア
イ
デ
ア
・コ
ン
ペ
）

T
│
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
が

出
現
す
る
案（
ア
イ
デ
ア
・コ
ン
ペ
）

Y
│
ハ
イ
ラ
イ
ン
が
ラ
ッ
プ
・プ
ー
ル
に

変
貌
す
る
案（
ア
イ
デ
ア
・コ
ン
ペ
）

U
│
最
優
秀
賞
案
と
な
っ
た

 D
iller Scofidio＋

R
en

froと

 Jam
es C

orner Field

 O
perations

に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
案（
実
施
コ
ン
ペ
）

I
│
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・ホ
ー
ル
案

（
実
施
コ
ン
ペ
）

O
│
ザ
ッ
ハ
・ハ
デ
ィ
ド
案

（
実
施
コ
ン
ペ
）

P
│
場
所
ご
と
に
組
合
せ
が
変
化
す
る

ソ
フ
ト
・ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と

ハ
ー
ド
・ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
提
案
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